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１．実施内容 
２．事業の報告（イベント等の写真を付けてください） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．実施内容 
 9 月 10 日  セミナーチラシ印刷 

 9 月 27 日  大東市広報誌「だいとう」10 月号への掲載 

 10 月 8 日  チラシ配布 

●大東市福祉センター●サーティホール●大東市内3ヶ所図

書館●大東市都市政策面●飯盛プラザ●市民会館 

●アクロス●アクティブスクエア●納税協会 

10 月 11 日 ポスター掲示 

10 月 24 日 新聞折込 4 紙+日経新聞（28,000 部） 

10 月 26 日 第 1 回 Web セミナー 事前登録受付開始 

10 月 26 日 大東市 facebook 掲載 

11 月 4 日  Web セミナーリハーサル 

11 月 8 日  大東市 facebook 掲載 

11 月 8 日  メール配信 

11 月 15 日 メール配信 

11 月 17 日 メール配信 

11 月 19 日 メール配信 

11 月 20 日 第 1 回 Web セミナー 

1 月 1 日  第 2 回 Web セミナー 事前登録受付 

1 月 1 日  メール配信 

1 月 6 日  セミナーチラシ印刷 

1 月 25 日  チラシ配布 

2 月 28 日  大東市広報誌「だいとう」 

 1 月 30 日  ポスター掲示 

3 月 1 日  大東市 facebook 掲載 

3 月 4 日  Web セミナーリハーサル 

3 月 9 日  大東市 facebook 掲載 

3 月 7 日  メール配信 

3 月 12 日  第 2 回 Web セミナー 
 



２．事業の報告 
計画した事業 
第 1 回目 アフターコロナでも変わらない空家問題 WEB セミナー 

令和３年１１月２０日午前１１時～ 開催 
第 2 回目 アフターコロナでも変わらない空家問題 WEB セミナー 

令和４年３月１２日午前１１時～ 開催 
 
計画時の期待する効果 
１ 少子高齢化・人口減少などに伴い、空家・空地・空店舗・空借家等といっ

た適正管理されていない不動産が全国に増加しております。この状況は単に空

家があるという問題にとどまらず、周辺地域の防災・防火・イメージダウンに

よる地域全体のマイナス問題となっていきます。 
その結果、地域全体の人口流出・地域経済の衰退といった様々な問題を引き起

こす可能性を秘めた問題となっています。そこで、行政や地域との連携をはじ

め、建築・土木・不動産・税務・法務など各専門家スタッフによる、空き家を

通じて地域活性につなげていく活動を推進していく必要性があります。 
そのような空家問題を検証し、どうすれば空家を活性化し、地域活性に繋げる

事ができるのかを情報発信し、当 NPO に相談頂きながら解決を図りたいと考え

ます。 
 
結 果 
（A） どんな内容だったか？集客数は？計画時の期待する効果と照らしてどう

だったか？ 
内容  

① 社会の構造の変化 ② 住宅市場の動向 ③ 空家の現状 
④ 空家の出口利用 ⑤ 空家の出口利用売却  
⑥ 地元大東における補助金制度 

 
集客数 
  第１回目の WEB セミナーでは、委託補助金とは別途の自己資金にて 
  大東市全戸配布で 28,000 世帯に向け 4 大新聞の広告でチラシを配布した。 
  また、大東市の担当課、大東市の各施設にチラシを設置、大東市の広報掲

示板、市報に掲載しました。その結果の集客は４０人弱の集客でした。 
  第２回目については、新聞広告は取りやめ、大東市の空家対策協議会の 
  関係者、役所担当課、市議会議員、他地域の空家に取り組んでる関係者 
  より動員をしました。 
 



第 1 回目 アフターコロナでも変わらない空家問題 WEB セミナー 
令和３年１１月２０日午前１１時～ 開催 

  
 

 
 
 
 
事前登録者：46 名 
セミナー参加者：31 名 

 
 



アンケート結果 

  
 
 
第 2 回目 アフターコロナでも変わらない空家問題 WEB セミナー 

令和４年３月１２日午前１１時～ 開催 

 

 
 



事前登録者：64 名 
セミナー参加者：61 名 

 
 
アンケート結果 

  
 



効果 
今までのように、会場に集客する方法では限られた人数となります。 
逆に、今回のコロナ禍でセミナー集客の価値観も変わり、WEB を利用すれば地

域に限定されず、“大東”はもとより、より広く沢山の市民の方々に視聴して頂

ける機会となり、地域資源活用、地域課題解決まちづくりに寄与できると考え

ます。空家問題は、空家を所有する人か、もしくは今後所有するであろう人か、 
それらの関係者に限定されるセミナーではありますが、続けていくことが空家

問題の解決に繋がると思っています。 
 


